
[ 2006/11/01 (水) 06:41 ] ˂ はれ 微食生活 38日目 82.4kg あと 7.4kg 
昨日長野県のみそメーカーＫ社の社長様が来社なされた。

しばしみそ談義。 

11 月になった。今日は年賀状の発売日。今年も千枚書こ

う。 

朝晩涼しくなって寒くなった。ジャンバーを着た。事務

所にファンヒーターを出してきた。体重が 90kg代には分

厚いò肉布団óを羽織っていたので寒い冬には強く暑い夏

には弱くて、ドン冷えビールをよく飲んで体を冷やして

いたものだ、、(^^˔しかし布団が薄くなってきたので寒さが身に沁みるようになったようだ。 

32歳ごろから太りだして 52歳で 18kg体重が増加した。美酒と美食、多食で 20年かけて作り上げたもの

だが、わずか一月ぐらいで約半分の 10kgやせた。 

やったことは一日一食にして、その量を半分ぐらいにし菜食を心がけたぐらい。食べる量を少なくしただ

け。高価なサプリメントやアスレチックジムやエステに行ったりジョキングなど面倒なことは何もしなか

った。 

最近では体が慣れてきたようで二日に一食でも平気かなとさえ思えるようになった。 

山田鷹夫氏が「人は食べなくても生きられる」と断じ切ったが、私の場合贅肉がなくなって二十歳のとき

の体重になったときに果たしてそれが可能かどうか見てみたい。 

余談だが、やまだたかおの話をすると、「笑点」にでてくる赤い着物を着た座布団を運んでいる人かとよく

いわれるが、その人ではない、、、(笑  

さといらずのふるさと新潟県津南町のお隣の十日町の人。 

バケツ稲作の稲が穂をつけている。今年全く肥料をやらなかったが実った。不食(微食)も無施肥栽培も何か

通じているような気がする、、、。 
 
[ 2006/11/02 (木) 06:00 ] ˂ くもり時々晴れ 微食生活 39日目 81.6kg あと 6.6kg 

いよいよ目標の 75kgまであと 6.6kgと、射程距離に入っ

てきた。 

最近痩せましたねぇと人から言われることが多い。山田

鷹夫氏の人は食べなくても生きられるという話をしても、

なかなか理解が得られない。余計なことはいわないこと

にした。痩身願望の善男善女は多い。痩せたことは話題

になりやすい。 

私が痩せたのは、毎日ご飯と味噌汁のある規則正しい食

生活に切り替えたら自然と痩せていった。やはり味噌汁のある食空間は健康にいいようですねということ

にした。お米の消費拡大と、みそ業界発展のためにちょうどいい。 

時々、みそって種類が沢山あるけど、どんなみそがいいんですかとも聞かれる。そんなときには、何も考

えずに私の作ったマルカワみそを黙って食べていれば間違いないと答えている、、、(笑 答にはなっていな

いけど。 

きのう藤本農園さんから、有機米と無施肥栽培米が３パレット届いた。昨年の有機米がまだあるのであわ



てなくてもよかったが配達されたようだ。 

コシヒカリの有機米はおもに甘酒に、無施肥栽培米は来年の「未来」に仕込まれる。 

藤本さんの無施肥は、刈り取ったわらだけで肥料もやらねば農薬もやらない。何もやらずに栽培されてい

る。常識で考えると、非常識な栽培方法だ。山田鷹夫氏の食べなくても生きていけるというのと何か通じ

ている。不食というのは体を無施肥栽培するようなものでないだろうか？藤本さんの米や秋場さんの大

豆・野菜で栽培に成功している。自然界の植物で可能なら人間にも可能でないかと考えてもいいような気

がする、、、、。 

この米、なかなか口にすることの出来ない逸品、、、。重度のアトピーや化学物質過敏症の方には重宝されて

いると聞いた。有機ＪＡＳマークも付いており日本農林規格も満たしている。(画像をクリックすると大き

くなります) 

田んぼを見に行くと除草剤を使わないから草も生えている。しかし普通は草ぼうぼうになるけれどなぜか

彼の稲は草に負けない、、、。ちゃんと穂がでて収穫できる。 

彼は米つくりの名人だ、、、、。 
 
[ 2006/11/03 (金) 07:00 ] ˂ くもり 微食生活 40日目 81.6kg あと 6.6kg 

八時半のJRで武生駅を出発して12時に浜松町に着いた。

歩いて竹芝桟橋大島行きのフェリー乗り場までいった。

ばったりとそこで 女史と会った。彼女も参加していた。 

大島まで二時間弱で元町港に着いた。中山氏をはじめ「未

病」の渡辺氏山田鷹夫氏も迎えにこられた。 

早速温泉に入った。混浴で水着を着て入るお風呂。そこ

からは元町港が見渡せる展望のいい温泉だった。海の音

を聞きながら地球の陰のエネルギーを感じ取れるとの説

明があった。 

車で宿泊先の「海のふるさと村」に移動。縄文エネルギー研究所の中山康直氏の車に乗せてもらった。道

中星の話や大島の歴史を聞かせて頂いた。宿泊地の「ふるさと村」は国民宿舎のような感じでキャンプフ

ァイヤーが出来るあ所があった。そこで夕食をとりながら、中山氏のワークショップが始った、、。 

メモより 

最初に温泉に入って次に焚き火をした。これは母なる大地から湧き出る水と火を持って神といった。 

人に間がついて「人間」という文字になる。適当な間、距離、それを昔は「祭り」で行っていた。 

伊豆大島のいずは日いずる国から来ている。 

「あ」から始って「わ」で五十音は終わる。淡路島は日本で最初に出来た島。 

えんのぎょうしゃ、山伏の開祖。グラムハンコクシ 

現代は人間意識だけで動いており、植物や動物の意識を無視している。 

自分の行いに対して「心」を込めていく 

愛という感じの真ん中に「心」という字がある。 

そこに愛、神を感じたならば心を込める 

心を込められなかったら自分のすることでない 

暦には太陽暦、陰暦などがあるが、地球暦がない 



2013年から世の中が変わる。2012年 12月 22日 

ウソが通じなくなる。テレパシーの時代 

ホトンベルト タイムウェーヴ理論 時間が早くなってきている 

などなど、、。 

中でも麻の話にはとても興味があった。日本が戦争で負けてしまったと同時に麻も統制されて規制されて

しまったようだ。米国が石油を世界に広めようとしたときに日本の多目的に使える麻の文化が邪魔になっ

たため。アメリカの小麦を日本に売りつけるためにパン食を普及した話とよく似ている。 

私が味噌屋だと知って、麻のみで作ったみそがあることを教えてくれた。食べると非常に体が温まるらし

い、、。ん～ん、これは興味深いことで一度試作を試してみたい。まずは麻の実の入手からやってみよう。 

そのあと中山氏の案内で裏砂漠に行った。そこはスコリアという三原山の噴火で飛ばされた溶岩の豆粒大

の粒が無数に砂漠のように広がっている場所。日本で砂漠と呼ばれているところは、ここだけ。360 度夜

空が展望でき星が見えた。 

みんなで手を繋いで大地と天からの「気」のエネルギーを取り込んだりしたが、鈍い小生は全く感じなか

った。ハブといって御互い抱き合って気の交換をしたが、こちらも何も感じなかった。中山氏ともハブを

行った。安心できる人だと彼は私のことをそう言った、、、。 

雷のような不思議な稲妻が同じ方向から何度もあらわれ、ＵＦＯじゃないかと思えた。 

画像は大島の夕日 
 
[ 2006/11/04 (土) 06:05 ] ˂ 大島はくもり 山田鷹夫氏と記念撮影 

大島二日目  

朝海岸を散歩し体操。海の波音を聞きながらここでも「気

の体操」。背骨を伸ばしたり軽く運動したら体か非常に軽

くなった。 

この海のふるさと村は場所がとてもよく歩いて行者海岸

トンネルを抜けると「行者窟」があった。何とかという

偉い人が三年間島流しにあってここで修行したらしい。

大きな岩をくりぬいてあり、みんな気のパワーが大きい

と盛んに感じ取っていたようだ。ここでも鈍感な私には何も感じ取ることは出来なかった。しかし短い時

間ではあったが、体験できたことはよかった。 

海岸沿いを歩いてみると砂浜だけれども、溶岩の砂で砂浜は黒かった。記念に石を二個持って帰った。 

その後山田鷹夫氏のワークショップが会った。不食の次は「炭」らしく済みの話からエネルギーの話を聞

いた。酸化還元電位計で唾液の測定を行ってみた。そえぞれの体質によって還元度の違いがでた。これは

面白い機械。いろいろな食べ物も測定できるようだった。 

微食の話で、二日に一回の食事でもいけるような気がすると話したら、ん～ん、ん～ん、ん～んんんん、

と言ってくれて嬉しそうな顔をして分かってくれた。実行した人にだけわかる心境かな。 

体重が二十歳のときの75ｋｇになったら山田鷹夫氏のところに会いに行こうと思っていたが予想とは早く

あえたのは嬉しかった。なぜ彼が二十歳のときより太った人の話を信じないのか質問した。それは自分の

好きなものを好きなだけ食べ続けた人には、何か間違いがあるような気がするので、自分は信じないと彼

はいっていた。なるほど、そういうことだったのか、、、。 



さといらずのいり豆を参加した皆さんにお土産に差し上げたら、慶ばれたようだ。山田鷹夫氏も非常に喜

ばれ、彼は新潟県の十日町に住んでいて、さといらずの豆はその隣の津南町で近所。生産者の高波氏とは

交流がるようでよくご存知だった。 

午後から「海の精」の工場見学に行った。この工場を見学するのは二回目。最初は 27年ほどだったと記憶

しているが、海を食べると言った「谷克彦」氏が存命中のこと。まだできたてで、ブロックのタワー式の

ものでおこなっていた。私が大島にフェリーから降りたら谷氏が乗船するときだった。そのときお名刺交

換で終わったがその後彼は急逝してしまった。 

阪本氏、石川氏が現場で働いていたのを覚えている。その後坂本氏は海の精から離れて独立したと聞き及

んでいる、、、。 

懐かしさもあって見学したが昔とは規模も桁違いに大きくなっており、月産 40トンの塩を生産するまでに

なったそうだ。火力を使わずに結晶させる塩は 10ｋｇほど作るのに 10日ほどかかると聞いた。 

フェリーで浜松町に戻り新大久保の道徳会館で土曜講座に参加。 

大宮の長男の所に行き泊まった。移動距離の多い一日だった。写真は港で山田鷹夫氏と一緒にとった写真

(画像をクリックすると大きくなります) 
 
[ 2006/11/05 (日) 05:44 ] ˂ 東京はくもり この日、一日三食 食べた、、、。 

長男の仕事が朝の五時に終わったので一緒に松屋の納豆

定食を食べた。朝ごはんを食べるのはホント久し振り。

スターバック珈琲で珈琲を飲みながらいろいろと話をし

た。最近スランプに陥っているようだった。 

また道徳会館に行った。菜食の会席料理を食べた。写真

の方が石井さん。山田鷹夫氏の講演で知り合った方。私

に道徳会館と菜食を教えてくれた方。 

酒もタバコも肉や魚も一切食べないベジタリアン。お肌

つるつるでどう見ても二十代か三十代ぐらいの決め細やかな肌の方。初めて会ったとき私の年下か同じ年

と思って話をしていた、、、。 

お話の中で、彼女が 

「私も、もう還暦を過ぎちゃって、、」 

と話されて、えっ、、、(絶句  

還暦、、！！！  

60を過ぎている方にはどう見ても見えなかった。このときから菜食に深く興味を持った。 
 
[ 2006/11/05 (日) 20:01 ] ˂ 渋谷はくもり 

会席料理のあと、お取引先のＮ社のＢさんとご商談。三

時半に渋谷のハチ公前であって、原宿から彼の会社のレ

ストランに向かった。渋谷の神宮前 3 丁目だが六時から

の開店なのでそれまで近所で珈琲を飲んだ。 

いろいろと話が出てきた。木の桶を新調して味噌を仕込

むというのにＢ氏は意欲的だった。彼の会社には会員が



おられるので会員を主体に展開すればビジネスとして成功するように思えた。 

年内に社内での方針がまとまれば来年の三月には実行可能だろう。 

レストランではマネージャーのＫ氏とお名刺交換。今まで味噌を買っていただいていたが、どのような方

がお使いになっておられるのか知らなかった。落ち着いた雰囲気のお店ですぐに満席になった。 

Ｂ氏と食事を始めた。次から次とご馳走が出てきたが、もうおなかが一杯だったけど残すのは大変失礼と

おもって全部食べた。 

最後に玄米ご飯と弊社の二年みそで作られた味噌汁を頂いた。おいしかった。 

東京駅 20:06 が最終電車なのでゆっくり出来ず小走りで地下鉄に乗って何とか最終には間に合った。夜中

に自宅に着いた。 

今日もめまぐるしい一日だった、、、。 
 
[ 2006/11/06 (月) 06:23 ] ˂ くもり時々雨 微食生活 43日目 83.6kg あと 8.6kg 

不食の次は炭だと山田鷹夫氏は話していた。 

袋の中からみんなにお土産といって、取り出して紹介し

てくれたのが玄米の黒焼き。これは土鍋に玄米を敷いて

熱したもの。玄米茶に入っているローストしたお米と似

ていた。 

食べてみるとおいしい。またペットボトルに入れて持ち

運べば外出したときにはヘタな外食よりはいい。そう考

えていいこと教えてもらったと思い早速土鍋を取り出し

て作ってみた。 

台所中に異様な臭いがたちこめて、なんか焦げくさいと家族からクレームの嵐、、、。蓋を取ってみたら、下

のほうはこげて上は生だった、、、(涙  

玄米の量が多すぎて堆積の層が厚かったようだ。熱が上まで通らずこげとなまが出来てしまった。張り切

って土鍋一杯作ってしまった、、、、。おいしいよって家族に勧めても誰も食べてくれない。 

仕方がないので、犬のポン太と二人で食べていくことにした。 
 
[ 2006/11/07 (火) 03:47 ] ˂ くもり 微食生活 44日目 83.6kg あと 8.6kg 

庭の柿木にかきがなった。柿の季節になったんだなぁ～

と季節の変わり目をかんじる。一個ないのは父親が食べ

たようだ、、、。 

私はあまり果物は好きではない。 

一日名古屋に出張だった。 

菜食問屋のＫ社を訪問。口座開設をお願いした。また直

営店のお店を見学させていただいた。冷凍食品の種類が

数多くある。冷凍庫のショーケースが必要と感じた。お

いくらぐらいするもんなんでしょうかとお聞きしたら百万ほどするとのこと。ん～ん、売り上げがついて

くればいいけどうちの場合償却が出来るかどうか、そこが問題だ。 

Ｙ専務様と一緒に「精進そばや」さんで昼食。蕎麦屋さんだが動物性のものは使用していないそうで、ベ




